




【僻】干禄字書の序文と康煕字典の字体が一致しない。
【償】金文は『金文編』に掲載の例。ニンベンがない。それな
ら「賞」ではないかとも思うが、初文ということらしい。
【儲】康煕字典には人部の16画にある。
【允】古代の字体を見ると、上部は「以、㠯」に関係するよう

に思える。
【兄】古代の字体が多様。人の手のギザギザは何だろう。金文
に榊のようなものを加えた字があり、包山楚簡にもそれに似
た字がある。
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）
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大正3年
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太宰治
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【兇】干禄字書では「兇」を〈通〉とし「凶」を〈正〉として
いる。現代中国でも「凶」を用いる。
【充】咎なし点がつくことがある。
【兆】卜部にある字だが説文以外には「卜」のある字はみえ
ず、古代から現代まで書かれてきた字体は、説文古文の字体

に近い。
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